
● 巾着網（中部標本船）

○マイワシは、6月から9月に平年値を大きく上回る漁獲量であった（図１）。

○カタクチイワシは、2月から6月に平年値を上回る漁獲が見られたが、7月以降は平年値を下回った（図２）。

● 機船船びき網（南部標本組合）

○イワシシラスは、6月に平年値を上回る漁獲量であったが、他の月は平年並みか平年を下回る漁獲量であった（図３）。
○イカナゴは、平年を大きく下回る漁獲であった（図４）。

● サワラ流し網（南部標本組合）

○サワラは、4月・5月と7月・8月は平年値を上回る漁獲量であったが、9月から12月は平年を下回った（図５）。

●　アナゴかご（中部標本組合）

○2月から6月と8月・10月に出漁したが、マアナゴは平年値を大きく下回る漁獲量であった（図６）。

● スズキ流網（中部標本組合）

○6月から11月にかけて出漁したが、スズキは9月以外の月は、平年値以下の漁獲量であった（図７）。

● 小型底びき網

　石桁網（中部標本組合）

○シタ類は、周年平年値を上回る漁獲量であった（図８）。
○マコガレイは、2月から4月に増加したが、平年値を上回ることなく、周年低調な漁獲であった（図９）。

○メイタガレイは、4月と11月は平年値を上回る漁獲量であったが、他の月は平年以下であった（図１０）。

○ヒラメは、1月から3月と6月・10月は平年値を上回る漁獲であったが、他の月は平年並の漁獲量であった（図１１）。

○オニオコゼは、1月から4月と12月に漁獲が多かった（図１２）。

○マゴチは、周年平年値を上回る漁獲量であった（図１３）。

○ネズッポ類（がっちょ）は、4月に平年値を上回る漁獲があった（図１４）。

○キスは、周年平年値以下の漁獲であった（図１５）。

図１ 図２

図３ 図４

図５ 図６

図７ 図８

１日１隻当たりの漁獲量（ｋｇ）を示す。　　注：図１、図2、図3、図4、図5は、月漁獲量（トン）を示す。
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　　１日１隻当たりの漁獲量（ｋｇ）を示す。
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○クロダイ（ちぬ）は、ほぼ周年平年値を上回る漁獲量であった（図１６）。

○ガザミ（わたりがに）は、2月から5月を除き平年値を下回る漁獲量であった（図１７）。

○クルマエビは、周年低調な漁獲であった（図１８）。

○クマエビ（あしあか）は、4月以外は平年値を上回る漁獲量であった（図１９）。

○ヨシエビ（しらさ）は、周年平年値以下の漁獲量であった（図２０）。

○シャコは、周年平年値を下回る漁獲量であった（図２１）。

○小エビ類は、周年平年並か平年値を上回る漁獲量であった（図２２）。

○コウイカ類は、7月・8月を除き、平年値を上回る漁獲量であった（図２３）。

○マダコは、9月を除き、おおむね平年値を下回った（図２４）。

○アカガイは、1月から3月に平年値を大きく上回ったが、貝毒により3下旬から6月中旬まで出荷規制が続いた（図２５）。

○トリガイは、2月と3月に漁獲量が急増したが、3月下旬に貝毒が検出され、6月中旬まで出荷規制が続いた（図２６）。

図２５ 図２６

　　１日１隻当たりの漁獲量（ｋｇ）を示す。

平年値 平成２９年 平成２８年 平成２７年

● 小型底びき網

　板びき網

○中部のマダイは、平年並か平年値を上回る漁獲量であった（図２７）。

○中部のマサバは、9月と10月に漁獲が急増し、平年値を大きく上回った（図２８）。

○中部のスズキは、周年平年値を下回る漁獲量であった（図２９）。

○中部のアジ類は、3月から5月にかけて平年値を上回ったが、他の月は平年を下回る漁獲量であった（図３０）。

○中部のクロダイは、5月を除き、平年値を上回る漁獲があった（図３１）。

○中部のハモは、5月から8月にかけて漁獲量が急増し平年値を大きく上回った（図３２）。

○中部のシログチは、周年平年値を下回る漁獲量であった（図３３）。

○中部のタチウオは、1月から3月と12月は平年値を大きく上回る漁獲量であった（図３４）。

○中部のマナガツオは、9月以降漁獲が急増し、平年値を上回った（図３５）。

○中部のイボダイ（うぼぜ）は、主な漁獲期の7月から10月に平年値を下回った（図３６）。

○中部のカワハギ類は、1月から4月と7月に平年値を上回る漁獲量となった（図３７）。

○中部のジンドウイカ（ひいか）は、6月と8月から10月に平年値を上回る漁獲量があった（図３８）。

○中部のコウイカ類は、1月から5月に平年値を上回る漁獲量であった（図３９）。

○中部のマダコは、盛期の8月に平年値を下回った（図４０）。

○南部のアジ類は、昨年に比べて漁獲が低調であった（図４１）。

○南部のハモは、4月以降平年値を上回る漁獲量であり、特に、8月に漁獲量が急増した（図４２）。

○南部のカワハギは、1月・2月に平年値を大きく上回る漁獲量であった（図４３）。

○南部のマナガツオは、周年平年値を上回る漁獲量であった（図４４）。

○南部のイボダイ（うぼぜ）は、7月から9月にかけて平年値を上回る漁獲量であった（図４５）。

○南部のコウイカ類は、6月から8月を除き、平年値を大きく上回る漁獲量であった（図４６）。

図２７ 図２８

図２９ 図３０

　　１日１隻当たりの漁獲量（ｋｇ）を示す。
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　　１日１隻当たりの漁獲量（ｋｇ）を示す。
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